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SiCボール型蓄熱体

項目 単位 TYK-SiC ｱﾙﾐﾅ97

気孔率 ％ 30 <10

熱膨張係数 ×10-6/℃ 4.5 7.8

比熱 J/gK 0.7 0.8

熱伝導率 W/mK 70 15

材質/形状
SiCボール
（φ9-19）

アルミナボール

嵩密度※ 0.9～1.1g/cc 2.0～2.2g/cc

材料
特長

高い熱伝導率 ⇒
効率が高い, 高い耐久性

安価

形状
特長

容易な設置, 強固な構造
目詰まりしにくい

容易な設置

リジェネバーナ式工業炉用蓄熱体としてSiCボール蓄熱体の開発に成
功しました。

SiCの高熱伝導率（70W/mK）により従来の蓄熱体より効率的な熱利用
が可能となりました。

SiCボール蓄熱体のご利用により、予熱温度の上昇・排気温度の低下、
燃費の向上が期待できます。

物性

特徴

1.従来蓄熱体よりも数倍の高熱伝導度。
2.高い省エネ効果を実現します。
3.耐熱衝撃性・耐摩耗性・耐酸化性・耐薬品性に優れる。
4.ＣＯ2排出量削減にも有効。
5.メンテナンス回数低減により経費節約。

比較

※蓄熱室空間中の蓄熱体充填密度（お客様での充填方法などにより多少変化します）
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サンプル
SiCボール

φ19

アルミナボール

φ19

評価炉
リジェネバーナ
（約150万kcal/hr)

燃料 LSA重油

使用温度 1200℃程度

投入総重量[kg] 230.75×2 約420×2

投入容量[L] 約235×2 約200×2

嵩密度[kg/L] 0.98 2.10

予熱空気温度[℃] +80 基準

排ガス温度[℃] 同程度 基準

燃料使用量 約5%低減 基準

蓄熱体

予熱空気
温度

排ガス温度

ガス温度測定箇所

360℃

‐8.6℃

直後 15sec 30sec 60sec

SiCアルミナ

ホットプレート

【模式図】

サーモグラフィによる温度変化の比較（実験）
・加熱したホットプレートに切出したボール蓄熱体を同時に乗せました

実験・実施例

鉄鋼用加熱炉での評価結果（実施例）
・お客様ご使用の加熱炉で1年間ご評価いただきました

他社アルミナ

当社SiC 昇温が早い
均一温度分布

昇温が遅い
温度むら(割れの原因)

蓄熱ボール内が均一温度
⇒耐久性を向上させます
素早い温度上昇
⇒熱効率を向上させます
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